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従来の機械式時計は、ぜんまいを動力として機械的に調速を行っており、そ
の時間精度は、一般的には日差±30秒（普及品では±70秒、高級品でも±3～
5秒程度）ほどである。この精度を画期的に進歩させたのが調速機構のクオー
ツ化である。クオーツ腕時計は、普及品でも月差±30秒程度と精度が高い
が、ボタン電池を動力源としたとき定期的な電池交換の必要があり、また重
い針を回すにはパワーに課題があった。これを解消したのが、動力源である
ぜんまいから伝達される機械的エネルギーで針を駆動する機械式時計と高精
度のクオーツ時計を融合した世界初の腕時計「スプリングドライブ」であ
る。本資料は、独自設計により、電池（二次電池を含む）を搭載せずぜんま
いを動力源としながら、水晶振動子・ＩＣからの正確な信号によって精度を
制御することで、日差±1秒を実現したアナログ時計機構として重要である。
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